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「
歴
史
に
学
ぶ
」、
過
去
の
出
来
事
や
先
人
達
の
経

験
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
現
在
や
将
来
に
対
す
る
戒

め
で
あ
る
。

　
昨
年
の
夏
以
降
、い
く
つ
か
の
要
因
で
米
（
コ
メ
）

の
価
格
が
高
騰
し
「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
か
つ
て
日
本
で
は
コ
メ
は
主
食
と
さ
れ
て

い
た
が
、
食
生
活
が
変
化
し
、
コ
メ
は
主
役
で
は
な

く
な
り
、
消
費
量
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な

か
で
深
刻
な
コ
メ
不
足
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
歴
史

に
学
ん
で
み
よ
う
。

　
稲
作
の
歴
史
は
、中
国
の
長
江
下
流
、河
姆
渡
（
か

ぼ
と
）
遺
跡
か
ら
、
約
七
〇
〇
〇
年
前
の
炭
化
コ
メ

や
、
稲
作
に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
道
具
が
出
土

し
て
い
る
の
で
そ
の
頃
が
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、日
本
に
は
縄
文
時
代
後
期
に
稲
作
が
朝
鮮
半
島
、

中
国
か
ら
北
九
州
に
伝
わ
り
、
弥
生
時
代
後
期
に
は

現
在
の
東
北
地
方
に
も
稲
作
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
大
名
が
領
地
を
治
め
る
「
藩
」

と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
。
藩
は
大
小
お
よ
そ

二
〇
〇
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
石
高（
こ
く
だ
か
）に
よ
っ

て
経
済
力
の
目
安
と
さ
れ
て
い
た
。
一
石
（
い
っ
こ

く
）
は
、
成
人
一
人
が
一
年
間
に
消
費
す
る
コ
メ
の

量
（
約
一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
相
当
す
る
。

　
江
戸
時
代
初
期
の
耕
地
面
積
（
田
と
畑
の
区
分
は

不
明
）
は
約
二
〇
〇
万
町
歩

－

約
二
三
〇
万
町
歩
と

さ
れ
て
い
る
。
一
町
は
九
九
九
一
・
七
平
方
メ
ー
ト

ル
な
の
で
、
お
よ
そ
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
ち
な

み
に
現
在
の
日
本
の
耕
地
面
積
は
、
田
が
二
三
三
万

五
〇
〇
〇
ha
、畑
が
一
九
六
万
二
〇
〇
〇
ha
で
あ
る
。

　

島
原
松
平
文
庫
『
御
当
家
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
「
日
本
国
知
行
高
之
覚
」
に
記
載
に
よ
れ
ば
江
戸

時
代
初
期
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
年
）
の
全
国
の
石

高
は
、
一
八
、
五
〇
九
、
〇
四
三
・
七
四
石
と
あ
る
。

　
江
戸
時
代
初
期
の
コ
メ
の
平
均
収
量
は
〇
・
九
六

三
石
（
二
・
四
俵=

一
四
四
kg
）
／
反
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
の
で
一
町
あ
た
り
一
四
四
〇
kg
の
収

穫
と
す
れ
ば
、
二
八
八
万
ト
ン
〜
三
三
〇
万
ト
ン
の

コ
メ
が
収
穫
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
日

本
（
国
と
い
う
概
念
は
な
か
っ
た
が
）
全
土
で
、
お

よ
そ
一
八
〇
〇
万
人
を
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
に
は
コ
メ
の
価
格
高
騰
や
供

給
不
足
に
対
す
る
庶
民
の
反
発
に
よ
っ
て
コ
メ
騒
動

が
発
生
し
た
。
冷
害
や
天
候
不
良
に
よ
っ
て
コ
メ
の

収
穫
量
が
大
幅
に
減
少
し
、
享
保
の
大
飢
饉
（
一
七

三
二
年
）、
天
明
の
大
飢
饉
（
一
七
八
二
～
一
七
八

八
年
）、天
保
の
大
飢
饉（
一
八
三
三
～
一
八
三
九
年
）

な
ど
大
規
模
な
コ
メ
不
足
も
発
生
し
、
商
人
に
よ
る
買

い
占
め
に
よ
っ
て
、
価
格
が
高
騰
し
た
が
幕
府
は
「
市

場
原
理
」
に
任
せ
て
い
た
た
め
、
結
果
的
に
価
格
が
乱

高
下
し
市
場
は
混
乱
し
、
コ
メ
騒
動
に
つ
な
が
っ
た
。

　
農
林
水
産
省
に
よ
れ
ば
二
〇
二
三
年
産
の
主
食
用

作
付
面
積
は
一
二
四
万
二
〇
〇
〇
ha
（
前
年
産
に
比

べ
九
〇
〇
〇
ha
減
少
）
で
あ
っ
た
。
水
稲
の
全
国
の

一
〇
ａ
当
た
り
収
量
を
五
三
三
kg
と
見
込
む
と
、
収

穫
量
は
七
一
六
万
五
〇
〇
〇
ｔ
（
前
年
産
に
比
べ
一

〇
万
四
〇
〇
〇
ｔ
減
少
）
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
う

ち
、
主
食
用
の
収
穫
量
は
六
六
一
万
ｔ
（
前
年
産
に

比
べ
九
万
一
〇
〇
〇
ｔ
減
少
）
だ
っ
た
。
年
間
一
〇

万
ト
ン
程
度
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
需
要
に
合
わ
せ

て
、
一
〇
万
ト
ン
程
度
の
生
産
減
少
を
見
込
む
生
産

調
整
が
正
確
に
機
能
し
て
い
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
生
産

調
整
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
と
不
作
が
重
な
り
二
〇
二

三
年
産
コ
メ
の
「
不
足
」
状
態
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
コ
メ
騒
動
は
、
コ
メ
の
供
給
不
足
や

流
通
の
問
題
に
よ
っ
て
発
生
し
た
。
こ
う
し
た
コ
メ

騒
動
の
経
験
を
現
在
に
活
か
す
た
め
に
は
、
食
料
供

給
や
流
通
の
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
観
点
か
ら
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
品
種
改
良
が

進
み
、
良
質
な
コ
メ
を
大
量
に
生
産
で
き
る
北
海
道

の
生
産
を
拡
大
す
る
こ
と
、
複
数
の
流
通
ル
ー
ト
を
確

保
す
る
こ
と
や
価
格
の
安
定
化
や
適
正
価
格
で
の
取
引

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
者
と
消
費
者
双
方
に
利
益

が
あ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
二
〇
二
四
年
産
の
水
稲
の
収
穫
量
は
、
主
食
用
で

六
七
九
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
と
さ
れ
て
い
る
。
コ
メ
の

一
人
あ
た
り
の
年
間
消
費
量
は
一
九
六
二
年
の
一
一

八
・
三
kg
を
ピ
ー
ク
に
二
〇
二
二
年
度
は
五
一
・
五

kg
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
気
候
変
動
や
、
複
雑

な
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
今
後
も
世
界
的
に
コ
メ
の
収

穫
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
食
料
の
安
定

確
保
に
対
す
る
危
機
感
が
増
し
て
い
る
。
コ
メ
だ
け

で
は
な
く
農
作
物
の
国
内
自
給
率
の
向
上
は
喫
緊
の

課
題
だ
と
コ
メ
騒
動
の
な
か
で
思
っ
て
い
る
。
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